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令和元年度　顧問・名誉会員・役員・委員


名　誉　顧　問：中西　敬・松永尚文
顧　　　　　問：伊東克能・山内秀一
名　誉　会　員：大野忠正・河村義人・宇津見博基・伊藤實穂
会　　　　　長：三輪光良
副　　会　　長：堀　健司・小田真一郎
監　　　　　事：伊藤　弘・大田則彦
常　任　理　事：大平知之（学術）・河村裕介（経理）・佐野裕一（会誌広報）
齋藤茂治（組織）・山本公志（事務局）
理　　　　　事：増矢勝史（下関地域）・德永昌久（萩・長門地域）・岡功一朗（宇部・小野田地域）山下　勉（山口地域）・岡本修二（防府地域）・池田利充（周南地域）
内海英人（柳井・大島地域）・丹羽英彰（岩国地域）・三輪慎治（胃がん）
東　彩絵（乳がん）・渡邊征二（肺がん）
学術委員会：大平知之・久冨庄平・茂刈正毅・篠田啓貴・常岡岳倫・山下拓馬
吉川章子・河村　南
胃がん部会：三輪慎治・末田修一・礒部雅史・木村茂裕・福原孝志・藤本智大・中村健一
廣本宗生・濱野裕也
乳がん部会：東　彩絵・髙山裕健・河野奈央子・菊地友紀・橋本　歩・渡邉美由紀
梅田悦子・百合野史子
肺　が　ん　部　会：渡邊征二
ホームページ委員会：佐野裕一・小田真一郎・伊藤　弘・井上幹晴・徳光正之・山本公志
編集委員会：佐野裕一・小田真一郎・國司正子・河野奈央子
事務所運営委員会：山本公志・堀　健司・小田真一郎・河村裕介
入会金検討委員会：河村裕介・堀　健司・齋藤茂治
組　織　委　員　会： 齋藤茂治･山下　勉・金谷浩三・林　忠正
会計委員：大田則彦
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JART 都道府県放射線管理士代表者：丹羽英彰
JART 放射線機器管理士連絡委員：西本　司
JART 都道府県被ばく相談担当者：吉永憲正
JART「業務拡大に伴う統一講習会」県内指導者：大田則彦・渡邊征二・大平知之・丹羽英彰

山口県診療放射線技師会サーベイチーム：吉永憲正・安井謙一郎・内山茂信・新町浩太郎・三輪光良
神﨑竜二・片岡峰雄・齊藤右司・井上　健・茂刈正毅・宗内隆義
医療監視委員（山口県委託）：吉永憲正・伊藤　弘・田辺悦章・齊藤右司・新町浩太郎・内山茂信
原子力防災訓練講師（山口県委託）：吉永憲正・松永千晶・田辺悦章
創立70周年記念誌編集委員会：大田則彦・林　忠正・齋藤康博・小田真一郎
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[bookmark: _Hlk480553797]総括
　　　　　　　　　　　　　　
一般社団法人山口県診療放射線技師会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　　三輪光良

令和元年5月18日（土）ユウベルホテル松政にて当会創立70周年記念式典をはじめとする記念事業を挙行した。記念講演として日本診療放射線技師会 中澤靖夫 会長、京都大学医学部附属病院 上田克彦 技師長、道の駅 萩しーまーと 山口 泉 駅長にご講演いただいた。続く記念式典では、山内秀一、上田克彦、吉永憲正、斎藤康博、新町浩太郎 会員が山口県知事表彰を受賞された。なお、同事業にて70周年記念史を発刊しデジタル版にて会員に公開する。翌5月19日（日）には、山下勉準備委員長をはじめとする山口地域会員のご尽力により第75回総会・学術大会をニューメディアプラザ山口にて開催し136名の会員の参加があった。公開講座では、「災害と医療～平時の備えから災害時医療まで～」と題して日本DMAT隊員の末永利一郎先生をお招きしご講演いただいた。続く学術発表では、Ｘ線胃がん検診部門１題、CT部門3題の計４演題の発表があった。
日本診療放射線技師会主催の統一講習会は、昨年度も2回開催した。ここ2年間は、受講率を上げる取り組みとして、山口県健康福祉部にも協力していただいた。山口県での開催はこれで終了となったが、会員の約57.1％が受講を終えることができた。
当会主催の講習会は、夏季、秋季の講習会はそれぞれ特色のある内容にて開催でき、延べ129名の参加があった。しかし、令和2年3月1日（日）に予定していた春季講習会と2月末日以降に予定していた3地域の地域講習会は、新型コロナウイルス感染防止のためやむなく中止とした。
新たな取り組みとして、2つの講習会を企画した。1つ目として、令和元年10月27日に線量計校正講習会を開催した。線量計校正をするにあったっての基礎的な講習と各施設より線量計を持ち寄り、標準線源を用いて各自で線量計を校正するという内容が好評であった。2つ目として、乳がん部会講習会を当会の単独事業として3月に開催する予定をしていたが、これも新型コロナウイルスの影響にて中止とした。
山口県主催で健康フェスタ事業があり、これに参加協力することを当会の事業として挙げているが、県がこの事業を開催しないという決定をしたので、当会としては日本診療放射線技師会との共催にて11月のレントゲン週間に、山口県総合保健会館1階フロアにてパネル展示を約1カ月間行った。
平成25年より日本診療放射線技師会及び日本診療放射線技師連盟は、診療放射線技師を国政の場へ送り込もうと活動しており、我々もその活動に協力してきた。令和元年7月10日の中央選挙管理会の選挙会で自民党衆議院の失職に伴い、比例代表中国ブロックの党員名簿に従って畦元将吾氏の繰り上げ当選が決まった。これによりようやく診療放射線技師が国政の場に立つことができた。早速、当会としても我々の声を国政の場に届けるために、畦元将吾氏を山口県にお招きし、秋季講習会の後にご挨拶頂いた。
最後に、令和元年12月19日に県庁にて元副会長の齊藤右司会員が県選奨を受賞された。また、昨年度の総会時には、山口県診療放射線技師会功労賞として國司正子会員、学術奨励賞として木村浩二、下釜悠輔会員が受賞された。心よりお祝い申し上げ、令和元年度の総括とする。


※　氏名等については、敬称略とさせていただきます。

令和元年度 会務報告

１．会　　員
令和元年度末在籍会員　
506名
新入会員　 19名
再入会員　  0名
転入会員 　 9名
転出会員　 11名
退会会員　 15名

２．会　　議
理事会　4回　　　事務所運営委員会1回　　　学術委員会　3回
編集委員会　5回　　　入会金検討委員会1回　　　常任理事会　2回
　　　　常任理事臨時会議　1回
（胃がん部会・肺がん部会・乳がん部会・組織委員会等）

	３．表彰者
一般社団法人山口県診療放射線技師会　功労賞　國司正子
学術奨励賞　木村浩二　下釜悠輔
山口県選奨　齊藤右司







令和元年度 事業報告（別紙１　講習会実績報告書参照）


1. 創立70周年記念式典・記念講演
開催月日：令和元年5月18日（土）
開催場所：湯田温泉ユウベルホテル松政
記念講演Ⅰ：「日本診療放射線技師会の現状と課題」　　　　　日本診療放射線技師会　会長　中澤靖夫
記念講演Ⅱ：「技師教育の実践」　　　　　　　京都大学医学部附属病院　診療放射線技師長　上田克彦
記念講演Ⅲ：「地域活性化“萩しーまーと”の取り組み」　　　　道の駅　萩しーまーと　駅長　山口　泉


2. 第75回　一般社団法人山口県診療放射線技師会総会・学術大会
開催月日：令和元年5月19日（日）
開催場所：ニューメディアプラザ山口
県民公開講座：講演：「『災害と医療』～平時の備えから災害時医療まで～」
山口赤十字病院　日本DMAT隊員　末永利一郎


3. 山口県受託事業講習会の開催
胃がん部会講習会　年間4回開催
第1回　　　　開催月日：令和元年7月13日（日）　　阿知須共立病院
第2回3回　　開催月日：令和元年7月14日（祝・月）小郡第一総合病院
第4回　　　　開催月日：令和2年1月19日（日）　　小郡第一総合病院


4. 定期講習会の開催
開催月日：令和元年　7月21日　済生会山口総合病院
開催月日：令和元年　11月10日　山口大学医学部附属病院
開催月日：令和2年　3月1日　小郡第一総合病院（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）


5. 各種研修会の開催
地域講習会
JART共催フレッシャーズセミナー　　　　令和元年7月7日　　　　 パルトピアやまぐち
JART主催講習会「業務拡大に伴う統一講習会」　
令和元年8月11日・12日　パルトピアやまぐち
JART主催講習会「業務拡大に伴う統一講習会」
令和2年1月12日・13日　パルトピアやまぐち
乳がん部会講習会　　　　　　　令和2年3月15日（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）








6. 会誌の発行　
　　　　年6回発行（抄録集含む）　　部数：560部
平成31年　4月20日　抄録集
平成31年　4月25日　第275号
令和元年 　6月25日　第276号
令和元年　 9月25日　第277号
令和元年  11月25日　第278号
令和2年　 1月25日　第279号


7. 県民健康講座（やまぐちピンクリボンへの協力）
ピンクリボン＆家族で防ごう！心不全inやまぐち
開催月日：令和元年9月21日
開催場所：山口県総合保健会館　多目的ホール


8. 運動競技会の開催（ソフトバレーボール大会）
開催月日：令和元年11月17日（日）
開催場所：柳井市　バタフライアリーナ


9. 連絡協議会の開催
山口県健康福祉部との連絡協議会
開催月日：令和元年8月2日（金）
開催場所：パルトピアやまぐち　大会議室


10. 山口県内の放射線治療ビームの統一に関する活動


11. 原子力災害時の緊急被ばく対応訓練の診療放射線技師講師派遣：山口県より委嘱


12. ホームページの運営


13. 医療監視における非常勤診療放射線技師の委嘱


14. 各研究会への後援
山口MR撮像技術研究会・山口県放射線治療研究会・山口核医学技術検討会
21世紀山口核医学セミナー・山口CTテクノロジーセミナー・大塚ゼミ
山口乳腺画像研究会・山口IVR懇話会・下関乳腺画像診断カンファレンス　
やまぐちマルチモダリティセミナー・山口　Volume　CTセミナー
Yamaguchi MRI Meeting・山口医療情報システム研究会・山口CT　UPDATE　seminar


別紙１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和元年度 講習会実績報告書

１．創立70周年記念式典・記念講演
開催月日：令和元年5月18日（土）
開催場所：湯田温泉ユウベルホテル松政
記念講演Ⅰ：「日本診療放射線技師会の現状と課題」　　　日本診療放射線技師会　会長　中澤靖夫
記念講演Ⅱ：「技師教育の実践」　　　　　京都大学医学部附属病院　診療放射線技師長　上田克彦
記念講演Ⅲ：「地域活性化“萩しーまーと”の取り組み」　　道の駅　萩しーまーと　駅長　山口　泉


２．第75回一般社団法人山口県診療放射線技師会総会・学術大会
開催月日：令和元年5月19日（日）
開催場所： ニューメディアプラザ山口
県民公開講座：講演：「『災害と医療』～平時の備えから災害時医療まで～」
山口赤十字病院　日本DMAT隊員　末永利一郎
○学術発表　座長　済生会山口総合病院　篠田啓貴
「Ｘ線胃がん検診の現状と今後の課題」　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田病院　三輪慎治
「CTにおけるImage-based Iterative Reconstructionに対する画像評価」
山口大学医学部附属病院　上原拓也
「頭部CT撮影における寝台のＸ線吸収が画像ノイズと線量に及ぼす影響」
山口労災病院　皆川圭太
「Dual energy CTによるヨードの定量評価に影響を与える因子についての検討」
山口大学医学部附属病院　竹光政樹


３．山口県受託事業講習会　（胃がん部会講習会）
□第1回　令和元年7月13日（土）
開催場所：阿知須共立病院　総合司会　木村脳神経・外科内科　末田修一
座長　阿知須共立病院　濱野裕也
「山口県の胃がん検診の現状」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田病院　三輪慎治
「当院における技師所見の書き方」　　　　　　　　　　　　　　　　　周南記念病院　廣本宗生
座長　下関医療センター　中村健一
「症例検討1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下関医療センター　門口宗一郎
「症例検討2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿知須共立病院　村田良典

□第2回、3回　令和元年7月14日（日）
開催場所：小郡第一総合病院　総合司会　山口総合健診センター　福原孝志
座長　木村脳神経・外科内科　末田修一
「しくじり先生的メソッドから学ぶ胃部Ｘ線検査　～俺みたいに撮るな・読むな・関わるな～　」
岩手県予防医学協会　医療技術部　放射線課　消化器系検査係　係長　久保田憲宏
「透視観察からの異常の発見トレーニング」　　　　　　　　　　　山口赤十字病院　山野井　健
「追加撮影」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口赤十字病院　木村茂裕



特別講演　座長　柴田病院　三輪慎治
「胃Ｘ線検診のための読影判定区分（カテゴリー分類）の基本
～胃がん検診専門技師読影補助認定に向けて～」
宮城県対がん協会　副所長　加藤勝章
シンポジウム　座長　宇部興産中央病院　礒部雅史
「胃がん検診における偶発症対策」　　　　　　　　　　　山口県立総合医療センター　沖本義則
山口県予防保健協会　藤本智大
小郡第一総合病院　末山裕也
阿知須共立病院　濱野裕也

□第4回　令和2年1月19日（日）
開催場所：小郡第一総合病院　総合司会：阿知須共立病院　濱野裕也
座長　山口県予防保健協会　藤本智大
講演「デジタル画像のしくみ」　　　　　　　　　　　株式会社日立製作所　ヘルスケア関西支店
診断システム営業部本部　画像診断アプリケーション部門
XRアプリグループ　大部　悠
講演「胃Ｘ線読影シートの進め方2020」　　　　　　　　　　　　　宇部興産中央病院　礒部雅史
座長　柴田病院　三輪慎治
講演「知って学ぼう胃がん術前検査」　　　　　　　　　　　　　　　　福山市民病院　岡田智也
座長　下関医療センター　中村健一
「症例検討1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周南記念病院　廣本宗生
「症例検討2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口赤十字病院　木村茂裕


４．定期講習会
□夏季講習会　令和元年7月21日（日）　済生会山口総合病院
座長　徳山中央病院　山下拓馬
「Hybrid手術室向け映像システム『Curat』のご紹介」　
　　　　　　　　　　EIZO株式会社　ORシステム営業部　IVR映像システムグループ　水谷直史
座長　光市立総合病院　常岡岳倫
「症例報告&共有したいインシデント」　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　大平知之
座長　済生会山口総合病院　篠田啓貴
「今日から使える統計的仮説検定　-講演編-　」
北九州市立医療センター診療支援部　放射線技術課　満園裕樹
座長　萩市民病院　茂刈正毅
「今日から使える統計的仮説検定　–“How to”実際にソフトを使ってやってみましょう！-　」
北九州市立医療センター診療支援部　放射線技術課　満園裕樹

□秋季講習会　令和元年11月10日（日）　山口大学医学部附属病院　
座長　徳山中央病院　山下拓馬
「久冨さんのとても役に立つお話」　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　久冨庄平
教育講演　座長　小郡第一総合病院　吉川章子
「失語患者のコミュニケーションとポジショニング」
済生会山口総合病院　脳卒中リハビリテーション看護認定看護師　美麻陽香
特別講演Ⅰ　座長　山陽小野田市民病院　河村　南
「　～新しい乳房検査～　マンモPETの紹介」　　　　　　　　　　　セントヒル病院　中村敬子

特別講演Ⅱ　座長　済生会山口総合病院　大平知之
「多職種連携で取り組む造影剤副作用対策　～大分県立病院の取り組みとその効果～　」
　大分県立病院　放射線技術部　西嶋康二郎

□春季講習会　令和2年3月1日（日）　小郡第一総合病院　大会議室
（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
座長　光市立光総合病院　常岡岳倫
「日立最新技術とコンパクトタイプ64ch CTのご紹介」
　　　　　　　株式会社日立製作所 ヘルスケア関西支店
画像診断営業部西日本営業グループ（CT担当）折田齊倫
座長　山口大学医学部附属病院　久冨庄平
「医療安全（患者間違いについて）」　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　篠田啓貴
特別講演Ⅰ　座長　済生会山口総合病院　大平知之
「プレゼンの伝え方・魅せ方」
オーバーウォール　CREATIVE DIRECTOR
yab 秘密のアナ園（毎週金曜日深夜 1 時 15 分放送）　ディレクター　大草快貴
特別講演Ⅱ　座長　萩市民病院　茂刈正毅
「下垂位による肩関節撮影の選択　患者に優しくない軸位撮影に変わるＹビュー」
大学校法人 大阪滋慶学園 大阪ハイテクノロジー専門学校
診療放射線技師学科　専任教員　安藤英次


５.　診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー
□令和元年7月7（日）　
開催場所：パルトピアやまぐち
エチケット・マナー　　　　　　　　　　　　　　　　　岩国市立美和病院　　丹羽英彰
医療コミュニケーション　　　　　　　　　　　　　　　岩国市立美和病院　　丹羽英彰
医療安全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長門総合病院　新町浩太郎
病気の理解（脳・神経）　　　　　　　　　　　　　　　宇部興産中央病院　　岡田誠治
胸部撮影　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩市民病院　　三輪光良
被ばく低減に向けた取り組み　　　　　　　　　　　　　　徳山医師会病院　　渡邊征二
診療放射線技師会の活動について　　　　　　　　　　　　　　萩市民病院　　三輪光良


６.　JART主催講習会「業務拡大に伴う統一講習会」　
□令和元年8月11日（日）・12日（月・振）
開催場所：パルトピアやまぐち
JART主催講習会「業務拡大に伴う統一講習会」
□令和2年1月12日（日）・13日（月・祝）
開催場所：パルトピアやまぐち


７.　乳がん部会講習会
□令和2年3月15日（日）（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
座長　山口県立総合医療センター　河野奈央子
 「ﾄﾓｼﾝｾｼｽの原理・運用のあれこれ」　　　　キヤノンメディカルシステムズ株式会社　福吉涼平

座長　下関市立市民病院　菊地友紀
「ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨの画素値測定と管理」　　　　　　　　　　　　　　　EIZO株式会社　橋本憲幸
座長　徳山中央病院　東　彩絵
「ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨの読影の基礎＋α」　　　　　　　　　　　　　　　　　糸島医師会病院　放射線診断部長　藤光律子


８.　地域講習会（地域別）
■下関地域
□令和2年2月28日（金）（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
「被曝低減施設の当院における被曝低減への試み」　　　　　　　　関門医療センター　上杉尚行
「被曝低減施設の取得と更新について」　　　　　　　　　　　　　関門医療センター　児玉洋輔

■宇部・小野田地域
□令和元年7月26日（金）
「日立Ｘ線透視撮影装置の最新情報に対して」（株）日立製作所　ヘルスケア九州支店　前田通利
「当院のハイブリッドORと救急撮影室の現状」　　　　　　　山口大学医学部附属病院　橋本　歩

□令和2年3月18日（水）（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
「医療法改正と線量管理について」　　
　　　　富士フイルムメディカル株式会社　ＩＴソリューション事業部開発部　商品企画グループ
　　　　　　　　　　　　　　五十嵐昭人
「救急症例報告」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇部興産中央病院　真野　忍

■萩・長門地域
□令和元年7月26日（金）
「Dual Energy CTによる骨挫傷イメージ」　　　　　　　　　　　　　　　　岡田病院　德永昌久
「肺解析」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩市民病院　茂刈正毅

■山口地域
□令和2年2月8日（土）
「アンガーマネジメント　～怒りやイライラをコントロールする～」
　　アンガーマネジメントファシリテーター　山下清可

■防府地域
□令和元年8月30日（金）
「Canon Aquilion PRIME SPを導入して」　　　　　　　　　　　　　　　三田尻病院　松崎享宏
「線量管理の実際　～Ｘ線CT装置を中心に～　」　　　　　山口県立総合医療センター　伊藤　弘

□令和元年12月6日（金）
「医療法施行規則の一部改正への各施設の取り組みについて」
　　　　　　　　　　　　　　　桑陽病院　渡邉　崇
松本外科病院　徳光正之
木村脳神経・外科内科　末田修一
緑町三祐病院　乙咩嘉孝



■周南地域
□令和元年年5月14日（火）
「被ばく線量管理システム構築のノウハウ」　　株式会社　キュアホープ　代表取締役　島田隆正

□令和2年2月12日（水）
「医療放射線の安全利用安全管理のための指針に対する各病院の対応について」
徳山中央病院
周南記念病院
南陽市民病院
光市立総合病院

■柳井・大島地域
□令和2年3月13日（金）（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
「無料通信アプリを用いた緊急連絡網の運用」　　　　　　　　周防大島町立大島病院　内海英人
「キヤノンCT、MRIの最新技術紹介」
キヤノンメディカルシステムズ株式会社　中四国支社　アプリケーショングループ
　CT担当　弥栄宏紀
MRI担当　石田智成

■岩国地域
□令和元年9月19日（木）
「ガイドラインに基づいたモニタ品質管理」　　　　　　　　　　　　　EIZO株式会社　宮川学志
「当院での造影CT対応デバイスについて」　　　　　　　　　　　　岩国医療センター　八木駿明

□令和2年2月5日（水）
「被ばく線量管理の背景と医療法施行規則の改正について」
キヤノンメディカルシステムズ株式会社　中四国支社　営業推進部　野中裕之
「QGSについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩国医療センター　松岡直樹



別紙２

令和元年度研究会事業実績報告書


■山口CT UPDATE Seminar　
□第14回　令和元年6月15日（土）
総合司会　済生会山口総合病院　國司正子
情報提供
「準備万端！線量管理システム導入に備えよう！」
バイエル薬品㈱ラジオロジー事業部インフォマティクス　鳥羽輝久
最新情報　座長　山陽小野田市民病院　岡功一朗
「ITEM報告会」　　　　　　㈱フィリップス・ジャパンCTモダリティスペシャリスト　吉村重哉
「ITEM2019CT最新技術紹介」
GEヘルスケア・ジャパン㈱営業推進部プロダクトスペシャリスト　大川博和
「AI技術(Deep Learning)を用いた最新技術～第2章～」
キヤノンメディカルシステムズ㈱中四国支社営業推進部CT担当　六串俊輔
徹底討論！下肢動脈編　座長　周東総合病院　峯重正紀
座長　萩市民病院　　茂刈正毅
「解説！山大の下肢動脈　～2管球CTと超高精細CT～」　　山口大学医学部附属病院　大賀優里奈
「キヤノン社CT」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　坂本優一
「GE社CT」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口労災病院　皆川圭太
「キヤノン社テストインジェクション法」　　　　　　　　　　　　　周東総合病院　田野原由華
「フィリップス社CT」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下関市立市民病院　佐藤秀喜
「キャノン社膝上RP.vHP法」　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　西川大輔
教育講演　座長　山口大学医学部附属病院　久冨庄平
「なぜ、そのCTは心臓を止めることができるのか？
-Dual Sourceでできる心筋血流解析-　」
三重大学医学部附属病院　永澤直樹



■山口Volume CTセミナー
□第15回　令和2年2月1日（土）
総合司会：萩市民病院　茂刈正毅
情報提供　「ヨード造影剤に関する話題」　　　　　　　　　　　　　　　　　第一三共株式会社
テーマ　「術前CT」　座長　山陽小野田市民病院　岡功一朗
座長　周防大島町立大島病院　内海英人
「心臓外科編」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　横川裕子
「肺動静脈編」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　佐藤周作
「大腸編」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　大平知之
教育講演　座長　済生会山口総合病院　國司正子
「CT基礎　～原理から臨床まで～」　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩市民病院　茂刈正毅
教育講演　座長　山口労災病院　皆川圭太
「低線量CT」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　竹上和希
特別講演　座長　周東総合病院　峯重正紀
「CT/MR検査における最新技術」　　　　　　　　広島大学　放射線診断科　特任准教授　檜垣　徹
■山口ＣＴテクノロジーセミナー
□令和元年10月12日（土）
総合司会 山口労災病院　皆川圭太
学術情報
「非イオン性造影剤イオメロン話題提供」　　　　　　　　　　　　　　　　　エーザイ株式会社
技術・最新情報　座長　小郡第一総合病院　藤本浩一郎
「個別化医療を実現するSOMATOM CT」
シーメンスヘルスケア株式会社　CT事業部　宮西佐代子
「CTインジェクター最新トピックス」　　　　　　　　　　　　　株式会社根本杏林堂　高橋重雄
教育講演　座長　徳山中央病院　西本　司
「救急医療における放射線技師の使命　－日本医療安全調査機構の提言より－　」
山口大学医学部附属病院　上原拓也
激論！脳血管3D撮影　座長　徳山中央病院　松村知典
周東総合病院　峯重正紀
「山口大学病院における脳血管CTA」　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　竹光政樹
「頭頚部領域　徳中編」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　工藤歩夢
「当院の頭部CTAについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口赤十字病院　品川　薫
「脳血管CTA再考～高精度な検査を目指して～」　　　　　　　　　宇部興産中央病院　真野　忍
特別講演　座長　木村脳神経・外科内科　末田修一
「泌尿器疾患の造影CT検査の有用性」　　　　　福山市民病院　医療技術部　放射線科　三村尚輝



■山口乳腺画像研究会
□第16回　令和元年10月5日（土）
症例供覧
技術講演「超音波装置の基礎」
富士フイルムメディカル株式会社メディカルシステム事業部　　　　　　　　　　　　　
超音波イノベーション部　シニアエキスパート　超音波工学フェロー(EJSUN)　山崎延夫
「乳腺超音波検査のポイント」
　　　　山口県立総合医療センター　中央検査部　主任臨床検査技師　守田みゆき
特別講演「マンモグラフィーと超音波ならびに組織増の対比　＝乳がんを見落とさないために＝　」
糸島医師会病院　副院長・乳腺センター長　渡邉良二
症例検討
山口赤十字病院　下関市立市民病院　徳山中央病院
山口大学医学部附属病院　山口県立総合医療センター



■下関乳腺画像診断カンファレンス
□第21回　令和元年6月28日（金）
セッション1　症例検討　進行役　にしはらクリニック　西原謙二
「症例検討」
セッション2　特別講演　司会　下関さくらクリニック　和田守憲二
「乳がんの画像診断：変わりゆく3モダリティ」　　　　　　　　相良病院　放射線科　戸崎光宏


■山口MR撮像技術研究会
□第53回　令和元年9月7日（土）
情報提供
「MRI造影剤選択の指標」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲルべ・ジャパン株式会社
施設発表　座長　山口県立総合医療センター　山下雅刀
山口大学医学部附属病院　　米沢鉄平
「時短に挑戦！磁化率強調画像」　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　坂本千晶
「頭部CSの使用経験」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美祢市立病院　戎井安徳
「MRCPにおける食後の胆嚢体積変化」　　　　　　　　　　　　　　下関医療センター　松村　茂
「骨盤部撮像のひと工夫」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　松田彩香
教育講演　座長　済生会山口総合病院　品川卓範
「Vantage Galan3T ZGOの臨床と新技術の紹介」　　　　　　山口大学医学部附属病院　山口貴弘
特別講演　座長　宇部興産中央病院　真野　忍
「トライアンドエラーで程々に進められるMRI研究」
―シンプルだけど奥が深いファントム基礎研究―
長野医療生活協同組合　長野中央病院　畠山憲重

□第54回　令和2年2月22日（土）
最新情報　座長　山口大学医学部附属病院　山根正聡
「キヤノンMRI最新技術紹介 〜整形領域への応用〜」
　　　　　　　　　　　キヤノンメディカルシステムズ株式会社　中四国支社
アプリケーショングループ西日本地区　MRI担当　石田智成
「GE-MR Update ～整形領域～」
GEヘルスケア・ジャパン株式会社　MR営業推進部　寺嶋健一
施設発表　テーマ「ミエロ何撮っているの？」　座長　済生会山口総合病院　吉武篤史
「当院の脊椎ルーチンとミエログラフィー」　　　　　　　　　　　下関市立市民病院　細田文吾
「腰椎山口済生会ルーチン撮像について」　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　松本智美
教育講演　座長　周防大島町立東和病院　渡邊隆介
「上肢：上肢MRI基礎から臨床まで」　　　　　　　　　　　　　　　　　周東総合病院　徳永　望
「下肢：当院における足関節のMRI」　　　　　　　　　　　　　　　　　山口労災病院　伊藤　匡
特別講演　座長　下関医療センター　増矢勝史
「整形外科領域の画像診断　-骨軟部腫瘍を中心に-　」
久留米大学医学部放射線医学講座　講師　長田周治



■21世紀山口核医学セミナー
□第15回　令和元年2月6日（木）
FFT講演　座長　セントヒル病院　セムイPET診断・放射線治療サイト　室長　菅　一能
「脳領域・核医学検査の情報提供」　　　　　　　　　　　　　　富士フイルム富山化学株式会社
技術講演　座長　山口大学医学部附属病院　甲谷理温
「明日からはじめるための認知症PET検査技術」
東京都健康長寿医療センター研究所　神経画像研究チーム　我妻　慧
特別講演　座長　山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座　教授　中川　伸
「精神疾患や認知症疾患における神経画像の有用性」
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　精神神経病態学教室　准教授　寺田整司

■山口県放射線治療研究会
□第36回　令和元年6月29日（土）
クローズ　参加型試験対策講習会
情報提供　座長　厚南セントヒル病院　中島里美
「障害防止法改正を間近に控えて」　　　　　　　　　　山口県立総合医療センター　安井謙一郎
若手の会　座長　山口赤十字病院　藤江克樹
「各種線量計の特性」　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　山本知未
「IAEA Technical Report Series NO.483（小照射の線量評価）について」
　　山口大学医学部附属病院　宮本康平
会員報告 座長 長門総合病院　荒田克昭
「電位計の性能に関するリスク分析」　　　　　　　　　　　山口大学医学部附属病院　田辺悦章
会員報告 座長 岩国医療センター　山根明哲
「電位計のユーザー点検について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　長門総合病院 荒田克昭
特別講演 座長 山口県立総合医療センター 安井謙一郎
「分離校正について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東洋メディック株式会社 山本真平

□第37回　令和元年11月30日（土）
「電位計の分離校正について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長門総合病院　荒田克昭
「電位計の分離校正 ユーザー点検実習」　　　　　　　　　　　　　　　長門総合病院　荒田克昭
　山口県立総合医療センター　安井謙一郎
山口大学医学部附属病院　上原拓也
「データ整理、結果報告」　　　　　　　　　　　　　



■山口医療情報システム研究会
□令和2年2月2日（日）
第1部
「院内 PHS リプレイス時に検討する iPhone の活用」
株式会社ＮＴＴドコモ　法人ビジネス本部　第二法人営業部　メディカル担当　剱吉昌樹
「当院の電子カルテ リプレイスについて」　　　　　　　　　周東総合病院総務課　システム担当
「受付時の保険証確認と運用について～OCR認識の導入と運用の工夫～」　　周東総合病院 医事課
「医療安全に関する話題」　　　　　　　　　　周東総合病院　医療安全管理室　師長　丸田綾子
第2部
「山口県の柳井・周南地域の医療介護システムについて」　　　　　　　周東総合病院　河村裕介
「やないネットにおける周東総合病院の役割」
周東総合病院　地域医療福祉連携室　室長　佐川京子
「周南ケアネットについて」　　　　　　　　　　　　　　　徳山医師会病院　事務長　西岡浩司
「フリーディスカッション」








■山口IVR懇話会
□第16回　令和元年6月29日（土）　
テーマ「体幹部IVRについて　～救急編～　」
情報提供「造影剤について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一三共株式会社　竹林一昭
TOPICS　司会　山口大学医学部附属病院　　小池正紘
「全自動能潅流画像解析ソフトを用いた脳卒中における有用性」　株式会社マイクロン　神澤慎哉
「保険償還されたFFRCTの最新情報」
ハートフロー・ジャパン合同会社　カスタマーサクセスディレクター　中村　俊
講演　座長　関門医療センター　三浦治代
山口県立総合医療センター　岡本修二
「IVRにおける教育について（各施設の取り組み）：指導する側、教育を受ける側」
山口県立総合医療センター　花田太志朗
山口大学医学部附属病院　松本　峻
関門医療センター　山本　麗
済生会山口総合病院　湯面真吾
特別講演　座長　下関市立市民病院　髙山裕健
「体幹部IVR　～救急編～　について」　山口大学医学部附属病院　放射線部　准教授　岡田宗正



■山口IVR懇話会2019ハンズオンセミナー
□令和元年6月29日（土）　
テーマ「デバイスをさわってみよう！」
ハンズオンメニュー（協力企業と予定内容）
①　日本ストライカー株式会社
ニューロバスキュラー／ペリフェラル　インターベンション事業部　大迫孝行
②　日本ライフライン株式会社　CVE営業部　廣瀬貴裕
③　ジョンソンエンドジョンソン株式会社　セレノバス事業部　深見慶次
④　日本メドトロニック株式会社　エンドバスキュラー事業部　大田航平
⑤　ボストン・サイエンティフィック・ジャパン株式会社
　ペリフェラル　インターベンション事業部　表　大輔
⑥　株式会社フィリップス・ジャパン(IVUS)　池田秀樹
⑦　テルモ株式会社　TIS事業VI中国（循環器系）諸井聡太



■山口核医学技術検討会
□第35回　令和元年11月16日（土）
座長　済生会下関総合病院　榊田栄治
話題提供
「VSBONE BSI」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本メジフィジックス株式会社
指名講演
「VSBONE BSIの使用経験」　　　　　　　　　　　　　　　　　　済生会山口総合病院　古味省宏
派遣報告
「核医学技術研修会in香川に参加して」　　　　　　　　　　　　　　　徳山中央病院　深見光葉


教育講演
「医療被ばく　改正省令概要　線量管理・記録を考える」　　　　　　　　　　　　　　　ATOX社
特別講演　座長　済生会山口総合病院　古味省宏
「AIに於ける医用画像処理と診断支援システム」
山口大学　工学部　知能情報工学科　准教授　平野　靖



■大塚ゼミ（旧山口ゼミ）
□第39回　令和2年1月11日（土）～13日（月）
「VRコーチングシステム実演」　　　　　　　　　　　　　　京都大学医学部附属病院　上田克彦
「造影CTにおける造影材料低減のための低濃度造影剤（140mgI/mL）の有用性の検討」
　山口大学医学部附属病院　村山鈴奈
「医用被ばく線量管理について」　　　　富士フイルム医療ソリューションズ株式会社　鏑木善誉
「ディジタル・パノラマ撮影における解像度改善の可能性」
岡山済生会総合病院　画像診断科　眞田泰三
「ディジタルマモグラフィにおける撮影履歴の収集とデータベースの構築および技術的な因子の解析」
　徳島文理大学　石井里枝
「シート状の造影剤開発の試み」　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳島文理大学　本田道隆
「他人の画像を使用した類似差分画像の効果の検討」　　　　　　　　九州大学大学院　尾崎　誠
「死後頭部Ｘ線ＣＴ画像のポジショニング補正法の改善」　　　　　　九州大学大学院　山下雄也
「Radiomics・Radiogenomicsの基礎と診断・治療への応用」
熊本大学 大学院生命科学研究部　内山良一
「原子力災害医療と診療放射線技師の役割について」
広島大学 緊急被ばく医療推進センター　隅田博臣
「発表～臨床倫理～論文投稿まで問題提起と議論のひととき」
山口大学医学部附属病院　田辺悦章
「深層学習を用いた石灰化モーションアーチファクト低減画像における
冠動脈石灰化面積の評価 ：Phantom Study」
島根大学医学部附属病院　放射線部　細越翔太


公益目的支出計画実施報告書

【令和元年度（ 2019/4/1 から 2020/3/31 まで） の概要】

（単位：円）
	１．公益目的財産額
	29,424,344 

	２．該当事業年度の公益目的収支差額 ( (1) + (2) - (3) )
	23,845,267 

	（１）前事業年度末日の公益目的収支差額
	20,847,688 

	（２）該当事業年度の公益目的支出の額
	4,231,579 

	（３）該当事業年度の実施事業収入の額
	1,234,000 

	３．該当外事業年度末日の公益目的財産残額
	5,579,077 

	４．２の欄に記載した額が計画に記載した見込額と異なる場合、その概要及び理由

	
公益目的財産残額が、計画の数字と294,483円乖離しているが、新型コロナウイルスによる事業縮小が続かない限りは、実施期間に影響はないと考える。








【公益目的支出計画の状況】
	公益目的支出計画の
完了予定事業年度の末日
	（１）計画上の完了見込み
	令和4年3月31日

	
	（２）（１）より早まる見込みの場合
	





（単位：円）
	
	前事業年度
	当該事業年度
	翌事業年度

	
	計画
	実施
	計画
	実施
	計画

	公益目的財産額
	29,424,344 
	29,424,344 
	29,424,344 
	29,424,344 
	29,424,344 

	公益目的収支差額
	20,606,936 
	20,847,688 
	23,550,784 
	23,845,267 
	26,494,632 

	公益目的支出の額
	4,453,848 
	4,533,755 
	4,453,848 
	4,231,579 
	4,453,848 

	実施事業収入の額
	1,510,000 
	1,364,000 
	1,510,000 
	1,234,000 
	1,510,000 

	公益目的財産残額
	8,817,408 
	8,576,656 
	5,873,560 
	5,579,077 
	2,929,712 





令和2年度　事業計画　

1. 第76回　一般社団法人山口県診療放射線技師会総会・学術大会
開催月日：令和2年5月17日（日）
開催場所： アスピラート
県民公開講座：笑いのまちづくり（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）
講師：防府観光コンベンション協会理事　世界お笑い協会副会長　黒川康生　
· 公開講座・学術大会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
総会は山口県総合保健会館第2研修室にて開催

2. 山口県受託事業講習会の開催
　　　　胃がん部会講習会　
第1回　　　開催月日：未定　開催場所：未定 
第2回3回　開催月日：未定　開催場所：未定
第4回　　　開催月日：令和2年1月24日（日）　開催場所：未定


3. 定期講習会の開催
　　　　開催月日：未定　　　　　　　　　　開催場所：未定
　　　　開催月日：令和2年11月15日（日）開催場所：未定
　　　　開催月日：令和2年 3月 7日（日） 開催場所：未定


4. 地域講習会の開催（8地域）


5. フレッシャーズセミナー
　　　　開催月日：未定
　　　　開催場所：未定 


6. 健康フェスタ


7. 会誌の発行　
　　　　発行月日：隔月（年6回発行：抄録集含む）　　部数：560部
令和2年　 4月　20日　抄録集
令和2年　 4月　25日　第280号
令和2年　 6月　25日　第281号
令和2年　 9月　25日　第282号
令和2年　11月　25日　第283号
令和3年　 1月　25日　第284号






8. 基礎技術講習会
　　　　開催月日：令和3年1月17日（日）
　　　　

9. 県民健康講座（やまぐちピンクリボン月間への協力）
開催月日：未定
開催場所：山口県総合保健会館　　


10. 運動競技会の開催（ソフトバレーボール大会）
開催月日：未定
開催場所：未定


11. 連絡協議会等の開催
 山口県健康福祉部との連絡協議会
開催月日：令和2年8月7日（金）
開催場所： 山口県総合保健会館　第3研修室


12. ホームページの運営


13. 医療監視における非常勤診療放射線技師の委嘱


14. 各研究会への後援
山口MR撮像技術研究会・山口県放射線治療研究会・山口核医学技術検討会
21世紀山口核医学セミナー・山口CTテクノロジーセミナー・大塚ゼミ
山口乳腺画像研究会・山口IVR懇話会・下関乳腺画像診断カンファレンス　
やまぐちマルチモダリティセミナー・山口　Volume　CTセミナー
Yamaguchi MRI Meeting・山口医療情報システム研究会・山口CT　UPDATE　 seminar



[image: ]

【第1号議案】平成31年度決算の承認
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【第2号議案】名誉会員の承認

現顧問の山内秀一会員を定款に第3章第5条（2）により名誉会員に推薦することが令和2年3月8日の理事会にて全会一致で承認された。これに基づきこの総会の議案とする。

定款　第３章　会員
【法人の構成員】
第５条　この法人に次の会員を置く。
（１）会員　この法人の目的に賛同して入会した診療放射線技師
（２）名誉会員　特に功績のあった会員のうち、理事会の推薦に基づき総会において承認されたもの
２．前項の会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の社員とする。

略歴
	期間
	役職

	2006年5月～2008年5月
	学術担当常任理事

	2008年5月～2010年5月
	副会長

	2010年5月～2018年5月
	会長

	2018年5月～
	顧問

	2006年5月～2008年5月
	山口県成人病検診管理指導協議会「乳がん部会」委員

	2008年6月～2010年5月
	山口県公衆衛生協会　評議員

	2010年9月～2011年3月
2015年9月～2016年3月
	山口県健康づくりセンター指定管理者選定委員

	2012年
	日本公衆衛生学会実行委員

	2013年
	第21回日本診療放射線技師会　中四国放射線技師学術大会　大会長

	2018年
	第34回日本診療放射線技師学術大会
第6回アジア放射線治療シンポジウム　大会長





【第3号議案】令和2・3年度役員選任



※　立候補、推薦候補届出の〆切りが４月27日でした
　　５月7日までに立候補者、推薦候補者の氏名が公示されますので、別途ホームページに掲載いたします。

image2.emf
科目

継　１ 小計 他　１ 他　２ 小計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　受取会費

4,473,000 4,473,000

　　　受取入会金

180,000 180,000

　　　講習会参加収益

15,000 15,000 15,000

　　　賛助金収益

660,000 660,000 660,000

　　　受託金収益

540,000 540,000 540,000

　　　受取寄付金振替額 0 0 0

　　　雑収益

20,000 20,000

　　　　　経常収益計

1,215,000 1,215,000 0 0 0 4,673,000 5,888,000

　　（２）経常費用

     事業費

　　  諸謝金

750,000 750,000 0 0 0 750,000

　　  旅費交通費

700,000 700,000 0 0 0 700,000

　　  会議費

300,000 300,000 0 0 0 300,000

　  　賃借料

200,000 200,000 0 0 0 200,000

　　  通信運搬費

200,000 200,000 0 0 0 200,000

　　  印刷製本費

1,043,586 1,043,586 0 0 0 1,043,586

　  　福利厚生費

0 0 200,000 0 200,000 200,000

　  　表彰費

0 0 40,000 0 40,000 40,000

　　  支払寄付金

50,000 50,000 0 0 0 50,000

　　  支払手数料

6,420 6,420 0 0 0 6,420

　  　諸会費

10,000 10,000 0 0 0 10,000

　　  支払負担金

48,515 48,515 2,065 1,032 3,097 51,612

　　  什器備品

0 0 0 0 0 0

　　  租税公課

81,451 81,451 3,466 1,733 5,199 86,650

　　  光熱水料費

53,323 53,323 2,269 1,135 3,404 56,727

　　  保険料

4,385 4,385 187 93 280 4,665

　  　消耗品費

30,000 30,000 0 0 0 30,000

　  　給料手当　　　　

423,000 423,000 18,000 9,000 27,000 450,000

　　  減価償却費

238,168 238,168 10,135 5,067 15,202 253,370

　　  雑費

20,000 20,000 0 0 0 20,000

    管理費

　　  諸謝金

0 0

　　  旅費交通費

300,000 300,000

　　  会議費

200,000 200,000

　　  賃借料

50,000 50,000

　　  通信運搬費

100,000 100,000

　　  印刷製本費

20,000 20,000

　  　福利厚生費

16,000 16,000

　　  支払手数料

13,000 13,000

　    諸会費

95,000 95,000

　  　支払負担金

51,612 51,612

　　  什器備品

2,990 2,990

　　  租税公課

86,650 86,650

　　  光熱水料費

56,727 56,727

　　  保険料

4,664 4,664

　　  慶弔費

100,000 100,000

　  　消耗品費

40,000 40,000

　　  給料手当　　　　

450,000 450,000

　　  減価償却費

253,370 253,370

　　  顧問契約費費

298,000 298,000

　　  雑費

20,000 20,000

　　　　　経常費用計

4,158,848 4,158,848 276,122 18,060 294,182 2,158,013 6,611,043

　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期経常増減額

△ 2,943,848 △ 2,943,848 △ 276,122 △ 18,060 △ 294,182 2,514,987 △ 723,043

　２．経常外増減の部

　　　　　当期経常外増減額

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　他会計振替額

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期一般正味財産増減額

△ 2,943,848 △ 2,943,848 △ 276,122 △ 18,060 △ 294,182 2,514,987 △ 723,043

　　　　　一般正味財産期首残高

△ 8,162,932 △ 8,162,932 △ 13,282 △ 630,517 △ 643,799 30,782,677 21,975,946

　　　　　一般正味財産期末残高

△ 11,106,780 △ 11,106,780 △ 289,404 △ 648,577 △ 937,981 33,297,664 21,252,903

Ⅱ．指定正味財産増減の部

0

　　　　　一般正味財産への振替額

0 0 0 0

　　　　　当期指定正味財産増減額

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高

0 0 0 720,000 720,000 0 720,000

　　　　　指定正味財産期末残高

0 0 0 720,000 720,000 0 720,000

Ⅲ．正味財産期末残高

△ 11,106,780 △ 11,106,780 △ 289,404 71,423 △ 217,981 33,297,664 21,972,903

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

実施事業等会計 その他会計

法人会計 合計

収支予算内訳表
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（単位：円）

科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ．資産の部

　１．流動資産

　　　➀現金

101,826 93,729 8,097

　　　➁銀行預金

19,997 100,088 △ 80,091

　　　③前払金

0 0

　　　　　　　　　流動資産合計 121,823 193,817 △ 71,994

　2．固定資産

　　　①特定資産

　　　　　　公益事業積立資産

443,527 693,527 △ 250,000

　　　　　　表彰事業特定資産

720,000 760,000 △ 40,000

　　　　　　事務所補修備品修理購入積立資産

899,134 1,124,264 △ 225,130

　　　　　　減価償却引当資産

4,453,339 4,453,339 0

　　　　　　　　　特定資産合計 6,516,000 7,031,130 △ 515,130

　　　②その他の固定資産

　　　　　　建物

15,699,320 16,112,460 △ 413,140

　　　　　　備品

358,803 452,403 △ 93,600

　　　　　　　　　その他の固定資産合計 16,058,123 16,564,863 △ 506,740

　　　　　　　　　固定資産合計 22,574,123 23,595,993 △ 1,021,870

　　　　　　　　　資産合計（Ａ） 22,695,946 23,789,810 △ 1,093,864

Ⅱ．負債の部

　1．流動負債

　　　未払金 0 0 0

　　　前受金 0 0 0

　　　　　　　　　流動負債合計 0 0 0

　２．固定負債 0 0 0

　　　　　　　　　固定負債合計 0 0 0

　　　　　　　　　負債合計（Ｂ） 0 0 0

Ⅲ．正味財産の部

　１．指定正味財産

　　　　　　　　　指定正味財産合計（Ｃ） 720,000 760,000 △ 40,000

　　　　　　　　　（うち特定資産への充当額） 720,000 760,000 △ 40,000

　２．一般正味財産

（Ｄ）＝（Ａ）－（Ｂ）－（Ｃ）

21,975,946 23,029,810 △ 1,053,864

　　　　　　　　　（うち特定資産への充当額） 5,796,000 6,271,130 △ 475,130

　　　　　　　　　正味財産合計（Ｅ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 22,695,946 23,789,810 △ 1,093,864

　　　　　　　　　負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｅ） 22,695,946 23,789,810 △ 1,093,864

令和2年3月31日　　現在

貸借対照表
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       科     目

当年度 前年度 増　減 備　考

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　受取会費

4,563,000 4,528,000 35,000

　　　　受取入会金

220,000 380,000 △ 160,000

　　　　講習会参加費収益

24,000 24,000 0

講習会受講費　他

　　　　賛助金収益

670,000 800,000 △ 130,000

　　　　受託金収益

540,000 540,000 0

　　　　受取寄付金

100,000 100,000 0

向井　正会員より

　　　　受取寄付金振替額

40,000 40,000 0

表彰事業特定資産

　　　　雑収益

173,531 178,432 △ 4,901

　　　　　　　　　経常収益計

6,330,531 6,590,432 △ 259,901

　　（２）経常費用

　　　　事業費

4,517,932 4,817,898 △ 299,966

　　　　管理費

2,866,463 2,586,402 280,061

　　　　　　　　　経常費用計

7,384,395 7,404,300 △ 19,905

　　　　　　　　　当期経常増減額

△ 1,053,864 △ 813,868 △ 239,996

　２．経常外増減の部

  　（１）経常外収益

　　　　　　　　　経常外収益計

0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　固定資産除却損

0 0 0

　　　　　　　　　経常外費用計 0 0

0

　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　当期一般正味財産増減額

△ 1,053,864 △ 813,868 △ 239,996

　　　　一般正味財産期首残高

23,029,810 23,843,678 △ 813,868

　　　　一般正味財産期末残高

21,975,946 23,029,810 △ 1,053,864

Ⅱ．指定正味財産増減の部

          受取補助金等

0 40,000 △ 40,000

　　　　一般正味財産への振替額

40,000 40,000 0

　　　　当期指定正味財産増減額

△ 40,000 △ 40,000 0

　　　　指定正味財産期首残高

760,000 800,000 △ 40,000

　　　　指定正味財産期末残高

720,000 760,000 △ 40,000

Ⅲ．正味財産期末残高

22,695,946 23,789,810 △ 1,093,864

正味財産増減計算書

                         平成 31年4月1日から令和2年3月31日まで
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科目

継　１ 小計 他　１ 他　２ 小計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　受取会費

4,563,000 4,563,000

　　　受取入会金

220,000 220,000

　　　講習会参加収益

24,000 24,000 24,000

　　　賛助金収益

670,000 670,000 670,000

　　　受託金収益

540,000 540,000 540,000

　　　受取寄付金

100,000 100,000

　　　受取寄付金振替額

40,000 40,000 40,000

　　　雑収益

173,531 173,531

　　　　　経常収益計

1,234,000 1,234,000 0 40,000 40,000 5,056,531 6,330,531

　　（２）経常費用

   事業費

　　  諸謝金

743,933 743,933 0 0 0 743,933

　　  旅費交通費

762,693 762,693 4,683 8,700 13,383 776,076

　　  会議費

98,350 98,350 0 0 0 98,350

　  　賃借料

311,216 311,216 13,243 6,621 19,864 331,080

　　  通信運搬費

226,037 226,037 9,618 4,809 14,427 240,464

　　  印刷製本費

1,065,029 1,065,029 45,320 22,660 67,980 1,133,009

　  　福利厚生費

0 0 45,806 0 45,806 45,806

　　　表彰費

0 0 20,000 40,000 60,000 60,000

　　  支払手数料

1,188 1,188 0 0 0 1,188

　  　諸会費

0 0 0 0 0 0

　　  支払負担金

54,847 54,847 2,333 1,167 3,500 58,347

　　  什器備品

61,689 61,689 2,625 1,312 3,937 65,626

　　  租税公課

81,451 81,451 3,466 1,733 5,199 86,650

　　  光熱水料費

33,309 33,309 1,417 708 2,125 35,434

　　  保険料 12,827 12,827 545 272 817 13,644

　  　消耗品費

50,618 50,618 2,153 1,076 3,229 53,847

　  　給料手当　　　　

483,864 483,864 20,589 10,295 30,884 514,748

　　  減価償却費

238,168 238,168 10,135 5,067 15,202 253,370

　　  雑費

6,360 6,360 0 0 0 6,360

  管理費

　　  諸謝金

0 0

　　  旅費交通費

463,094 463,094

　　  会議費

328,250 328,250

　　  賃借料

128,183 128,183

　　  通信運搬費

118,616 118,616

　　  印刷製本費

20,088 20,088

　  　福利厚生費

0 0

　　  支払手数料

6,326 6,326

　    諸会費

146,900 146,900

　  　支払負担金

58,346 58,346

　　  什器備品

65,625 65,625

　　  租税公課

86,650 86,650

　　  光熱水料費

35,434 35,434

　　  保険料

13,644 13,644

　　  慶弔費

205,587 205,587

　  　消耗品費

53,847 53,847

　　  給料手当　　　　

514,747 514,747

　　  減価償却費

253,370 253,370

　　  顧問契約費

303,600 303,600

　　  雑費

64,156 64,156

　　　　　経常費用計

4,231,579 4,231,579 181,933 104,420 286,353 2,866,463 7,384,395

　　　　　当期経常増減額

△ 2,997,579 △ 2,997,579 △ 181,933 △ 64,420 △ 246,353 2,190,068 △ 1,053,864

　２．経常外増減の部

　　　(1)経常外収益

　　　　　経常外収益計

0 0 0 0 0 0 0

　　(2)経常外費用

　　　　　固定資産除去損

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　経常外費用計

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額

0 0 0 0 0 0 0

　　　　　当期一般正味財産増減額

△ 2,997,579 △ 2,997,579 △ 181,933 △ 64,420 △ 246,353 2,190,068 △ 1,053,864

　　　　　一般正味財産期首残高

△ 5,165,353 △ 5,165,353 168,651 △ 566,097 △ 397,446 28,592,609 23,029,810

　　　　　一般正味財産期末残高 △ 8,162,932 △ 8,162,932 △ 13,282 △ 630,517 △ 643,799 30,782,677 21,975,946

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　一般正味財産への振替額

40,000 40,000 40,000

　　　　　当期指定正味財産増減額

0 0 0 △ 40,000 △ 40,000 0 △ 40,000

　　　　　指定正味財産期首残高

0 0 0 760,000 760,000 0 760,000

　　　　　指定正味財産期末残高

0 0 0 720,000 720,000 0 720,000

Ⅲ．正味財産期末残高

△ 8,162,932 △ 8,162,932 △ 13,282 89,483 76,201 30,782,677 22,695,946

合計

正味財産増減計算書内訳表

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

実施事業等会計 その他会計

法人会計
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　ただし、平成１９年３月以前に取得した固定資産については、残存価格を５年で均等償却を行う。

（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　

小　計 0 0 0 0

特定資産

  公益事業積立資産 693,527 0 250,000 443,527

  表彰事業特定資産 760,000 0 40,000 720,000

  事務所補修備品修理購入積立資産 1,124,264 0 225,130 899,134

  減価償却引当資産 4,453,339 0 0 4,453,339

　

合　計 7,031,130 0 515,130 6,516,000

（単位：円）

科　目 当期末残高

（うち指定財

産からの充

当額）

（うち一般正

味財産からの

充当額）

（うち負債に対

応する額）

基本財産

　銀行預金 0 0 0 ―

小　計 0 0 0 ―

特定資産

　公益事業積立資産 443,527 0 443,527 0

  表彰事業特定資産 720,000 720,000 0 0

  事務所補修備品修理購入積立資産

899,134 0 899,134 0

　減価償却引当資産 4,453,339 0 4,453,339 0

小　計 6,516,000 720,000 5,796,000 0

合　計 6,516,000 720,000 5,796,000 0

　（３）固定資産の減価償却の方法

　該当なし

　（5）消費税等の会計処理

財務諸表に対する注記

１．継続事業の前提に関する注記

２．重要な会計方針

　　　　該当なし

　（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　棚卸資産は、原則として保有しない。

　

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　有価証券等の債権は、原則として保有しない。

　　　　定額法による。

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　（４）引当金の計上基準

　また、基本財産は公益活動に使用され財産価値が減価しない財産である必要があるため、基本財産は

保有していない。



消費税の会計処理は、税込法による。

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

３．会計方針の変更

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

重要な変更は、ない。
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（単位：円）

科　目 取得価額

減価償却

累計額

当期末残高

建　　物 20,657,000 4,957,680 15,699,320

応接セット 265,510 265,509 1

プロジェクター 291,900 291,899 1

GMサーベイメーター 294,000 293,999 1

エアコン 561,600 202,800 358,800

合　計 22,070,010 6,011,887 16,058,123

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額

当期末 残高 貸借対照表上の記載区分

寄付金

　表彰事業資産 大塚　昭義 760,000 0 40,000 720,000指定正味財産

合　計 760,000 0 40,000 720,000

（単位：円）

40,000

合　計 40,000

9．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳



金　額

*耐用年数の経過した備品については、２．重要な会計方針（3）に示すとおりである。

内　　容

担保に供している資産は、ない。

11．重要な後発事象は、ない。

　　        目的達成による指定解除額

10.関係当事者との取引の内容

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

固定資産の取得価額、減価償却累計額、及び当期末残高は、次のとおりである。

関係当事者との取引関係は、ない。

7．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

8．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

６．担保に供している資産
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